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小
谷
芳
正

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。町
民
の
皆
様
に
は
、健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　平
素
は
、町
議
会
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、少
子
高

齢
化
、町
の
過
疎
化
と
大
変
な
時
代

が
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。少
子
化
に
伴

い
保
育
所
・
幼
稚
園
、ま
た
小
学
校
・

中
学
校
の
方
向
付
け
を
今
か
ら
慎
重

に
町
民
の
方
々
、議
会
、町
執
行
部
で

取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、町
の
過
疎

化
も
深
刻
で
第
一
次
産
業
の
景
気
低

迷
で
は
後
継
者
の
育
成
も
困
難
と
な

り
、一
層
過
疎
化
が
進
み
ま
す
の
で
、

難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、第
一

次
産
業
の
発
展
対
策
を
早
く
講
じ
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　近
い
将
来
、起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る

東
南
海
、南
海
地
震
に
備
え
、町
で
初

め
て
の
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
が
、津
波
対
策
は
個
々
に
避
難

場
所
を
決
め
、迅
速
に
避
難
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　議
員
は
、町
民
の
皆
様
と
共
に
町
の

未
来
・
地
域
の
在
り
方
の
方
向
性
を

考
え
、行
く
末
に
悔
い
を
残
さ
な
い
判

断
を
肝
に
め
い
じ
な
が
ら
、町
民
の
皆

様
の
立
場
に
立
っ
て
執
行
機
関
に
対

す
る
監
視
や
提
言
な
ど
議
会
の
果
た

す
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
、一
層
の

見
識
に
努
め
な
け
れ
ば
と
思
って
お
り

ま
す
。そ
の
た
め
町
民
の
皆
様
の
議
会

へ
の
ご
意
見
ご
要
望
、さ
ら
な
る
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、新
年
に

あ
た
り
町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
方
に
は
、健
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、町
政
各
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　い
ま
、国
に
お
き
ま
し
て
は
、地
方

創
生
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
向
け
、地
方
に
お
け
る
若
者
の
就

学
・
就
業
の
促
進
を
積
極
的
に
進
め
、

ま
た
、地
方
が
成
長
と
分
配
の
好
循

環
を
よ
り
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
、地
方
創
生
に
向
け
た
調
整
を
情

報
面
、人
材
面
、財
政
面
か
ら
支
援
し

て
い
く
」と
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、み
な
べ
町
で
は
、給
付
型

奨
学
金
制
度
を
設
け
、就
学
の
機
会

を
増
や
し
、ま
た
、就
業
の
促
進
を
図

る
た
め
、世
界
農
業
遺
産
認
定
活
用

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、所
得
向

上
に
向
け
、農
林
水
産
物
の
消
費
拡

大
に
努
め
、若
者
の
定
住
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
も
、み
な
べ
町
の
将
来

を
担
う
子
供
達
が
安
心
し
て
学
べ
る

よ
う
、教
育
環
境
の
整
備
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
、町
民
皆
様
が
健
康
で

長
生
き
で
き
る
よ
う
各
種
検
診
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様

方
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
と
も
、行
政
へ
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

竹
本
栄
次

み
な
べ
町
議
会
議
長

人
が
輝
く
快
適
な
ま
ち
を
目
指
し
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　推
進
に
向
け
て

み
な
べ
町
長
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み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第　
回

　

12
　
11
月
19
日（
壮
年
野
球
の
み
19

日
と
26
日
の
２
日
間
）、に
第
12

回
み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
町
体
育
協
会
主
催
）が
、町
内

各
運
動
広
場
や
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
種
目
の
競
技
に
約
４
４
０
名

が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
各
種
目
で
入
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

〔
参
加
者
１
０
０
名
〕

●
中
学
生
男
子
の
部
　

１
位
　
赤
坂
愛
斗
・
大
木
結
雅

２
位
　
山
本
遥
也
・
佐
本
り
き
と

●
中
学
生
女
子
の
部
　

１
位
　
山
下
風
音
・
寺
本
雅

２
位
　
坂
本
夏
美
・
井
出
凜

●
一
般
Ａ
級
の
部

１
位
　
爰
川
真
慶
・
中
井
悠
介

２
位
　
三
前
優
真
・
鈴
木
悠
斗

●
一
般
Ｂ
級
の
部

１
位
　
山
中
勇
人
・
山
中
友
介

２
位
　
泰
地
順
子
・
玉
段
真
吾

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

〔
参
加
者
28
名
〕

●
男
子
の
部

１
位
　
室
井
球
男

２
位
　
日
置
博
継

３
位
　
伊
藤
和
雄

●
女
子
の
部
　

１
位
　
大
塚
柢
子

２
位
　
新
川
玲
子

３
位
　
西
玉
幸
子

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

〔
参
加
者
40
名
〕

優
勝
　
熊
岡
Ａ

　
西
本
冷
子
・
森
岡
晴
美
・
西
本

貞
子
・
福
井
京
子

準
優
勝
　
梅
里

永
井
三
佐
男
・
安
井
一
雄
・
久
保

昇
太
郎
・
岡
田
政
吉
・
安
井
賢
一

郎

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー 

〔
参
加
者
24
名
〕

１
位
　
ア
ン
ク
ル
ブ
レ
イ
ク

　
田
中
雅
之
・
高
田
英
伸
・
田
中

勇
次
・
金
川
紗
央
里
・
楠
谷
め
ぐ

み・
船
谷
麻
都
香
・
大
前
亜
希
穂

２
位
　
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
☆

３
位
　
ベ
ア
ー
ズ
？

 

フ
ッ
ト
サ
ル 

〔
参
加
者
30
名
〕

優
　
勝
　
ア
リ
ソ
ッ
ク
Ｕ‐

22

　
西
村
陸
、橋
本
尚
樹
、熊
本
光

樹
、前
田
親
杜
、萩
野
汰
祉

準
優
勝
　
ア
リ
ソ
ッ
ク
Ｏ
Ａ

 

卓
球 

〔
参
加
者
30
名
〕

●
男
子
の
部

１
位
　
武
田
詠
治

２
位
　
芝
　
洋

３
位
　
清
水
葵
士

●
女
子
の
部

１
位
　
小
川
夏
帆

２
位
　
小
川
恵
子

３
位
　
中
村
彩
夏

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

〔
参
加
者
25
名
〕

１
位
　
山
田
和
隆
・
榎
谷
由
香
里

２
位
　
榎
本
周
・
小
林
恵
子

３
位
　
線
崎
盛
男
・
遠
藤
寿
美

 

壮
年
野
球 

〔
参
加
者
１
６
４
名
〕

優
勝
　
審
判
団

　
大
前
崇
・
植
野
功
・
松
村
久

夫
・
谷
本
智
・
﨑
山
晃
市
・
長
瀬
一

也
・
松
川
守
一・
寺
本
俊
夫
・
細
川

安
弘
・
市
井
芳
明
・
下
浦
智
久
・

下
浦
学
・
道
本
勇
人
・
東
修
司
・

土
井
祥
裕
・
片
井
久
登
・
山
﨑
智

弘
・
浜
中
崇

準
優
勝
　
東
吉
田
チ
ー
ム

　
森
健
一・
三
木
秀
夫
・
楠
本
修

三
・
阪
口
史
彦
・
西
端
俊
彦
・
松

本
航
平
・
井
上
喜
一
朗
・
太
田
尚

武
・
丸
山
満
男
・
谷
雅
俊
・
中
本

喜
裕
・
泰
地
大
和
・
山
本
清
人
・

湯
川
元
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町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第　
回

　

11
　
12
月
２
日
、み
な
べ
町
体
育
協
会
主

催
の
第
11
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
高

城
地
内
で
開
催
さ
れ
、小
学
生
か
ら一般

ま
で
約
２
３
０
人
が
参
加
し
、保
護
者

な
ど
が
見
守
る
中
、力
いっ
ぱ
い
走
り
ま

し
た
。

　
各
部
門
の
３
位
ま
で
は
、次
の
皆
さ
ん

で
す
。　〔
敬
称
略
〕

 

小
学
生
１・２
年
女
子（
１
㎞
）

　
①
池
田
果
歩
　（
清
川
２
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
４
分
25
秒

　
②
安
田
彩
乃
　（
南
部
２
年
）

　
③
岩
﨑
舞
衣
　（
岩
代
１
年
）

 

小
学
生
１・２
年
男
子（
１
㎞
）

　
①
森
　
寛
太
　（
南
部
２
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
４
分
00
秒
　

　
②
山
本
翔
太
　（
上
南
部
２
年
）

　
③
宮
本
瑛
太
　（
南
部
２
年
）

 

小
学
生
３・４
年
女
子（
１
㎞
）

　
①
松
場
碧
海
　（
上
南
部
４
年
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
４
分
03
秒

　
②
杉
本
日
菜
乃（
岩
代
３
年
）

　
③
早
田
す
ず
な（
清
川
４
年
）

 

小
学
生
３・４
年
男
子（
１
㎞
）

　
①
永
井
連
太
郎（
上
南
部
４
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
３
分
35
秒

　
②
池
田
陽
向
　（
清
川
４
年
）

　
③
鈴
木
　
珀
　（
南
部
３
年
）

 
小
学
生
５
年
女
子（
１・５
㎞
）

　
①
森
川
り
な
　（
岩
代
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
６
分
00
秒

　
②
箱
木
真
理
菜（
清
川
）

　
③
山
﨑
ひ
ま
り（
上
南
部
）

 

小
学
生
５
年
男
子（
１・５
㎞
）

　
①
森
本
梗
太
郎（
上
南
部
）

        

　 

タ
イ
ム   

５
分
34
秒

　
②
山
下
陽
生
　（
南
部
）

　
③
堺
目
啓
治
　（
上
南
部
）

 

小
学
生
６
年
女
子（
１・５
㎞
）

　
①
橋
本
日
菜
子（
高
城
）

　
　
　
　 

タ
イ
ム
　
５
分
37
秒

　
②
野
中
葉
月
　（
上
南
部
）

　
③
庄
司
聖
良
　（
同
）

 

小
学
生
６
年
男
子（
１・５
㎞
）

　
①
西
　
祐
哉
　（
南
部
）

        

　 

タ
イ
ム  

５
分
52
秒

　
②
松
井
夏
輝
　（
高
城
）

　
③
池
田
陸
人
　（
清
川
）

 

中
学
生
女
子（
２
㎞
）

　
①
前
岩
佑
奈
　（
南
部
３
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
７
分
42
秒

　
②
早
田
衣
吹  （
高
城
１
年
）

　
③
中
本
ひ
ら
り（
南
部
３
年
）

 

中
学
生
男
子（
３
㎞
）

　
①
三
尾
倖
平
　（
南
部
３
年
）

　
　
　
　
タ
イ
ム
　
９
分
45
秒

　
②
鈴
木
健
斗
　（
同
２
年
）

　
③
坂
内
佑
磨
　（
高
城
３
年
）

 
一 
般
女
子（
２
㎞
）

　
①
長
坂
涼
香 

８
分
43
秒

　
②
片
山
郁
子

　
③
橋
本
幸
子

 

一 

般
男
子（
３
㎞
）

　
①
林 

優 

９
分
24
秒

　
②
小
松
亮
裕

　
③
田
中
信
弘

　
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
募

集
を
行
っ
た
、平
成
29
年
度「
税
に
関
す
る
中

学
生
の
標
語
」で
、次
の
皆
さ
ん
方
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。〔
敬
称
略
〕

　考
え
よ
う

　税
金
の
あ
る

　大
切
さ

高
野
美
咲（
高
城
中
２
年
）　

税
金
で

　助
け
あ
う
心

　花
開
く

山
下
風
音（
上
南
部
中
３
年
）

税
金
と

　向
き
合
い
未
来
を

　考
え
る

古
田
慎
太
朗（
同
３
年
）　
　

　【
南
部
中
】１
年
　
片
山
さ
ら
、阪
口
詩
、山
中

　
　
　
満
月
、芝
峰
星
奈

２
年
　
池
田
隼
人
、井
上
斗
真
、泰
地
そ
わ
か
、

　
　
　
大
江
瑞
季

３
年
　
小
川
夏
帆
、阪
口
将
太
、早
川
明
優
花

【
上
南
部
中
】１
年
　
松
下
友
咲
、井
口
夏
来

２
年
　
永
井
さ
く
ら
、古
谷
澪
奈
、久
保
咲
華

３
年
　
坂
本
将
哉
、山
本
萌
加

【
高
城
中
】１
年
　
早
田
衣
吹
　
３
年
　
平
雅
弥

平
成
29
年
度

　日
高
地
方

「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」

佳
　
作

優
秀
賞
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越本富子さんが経済産業大臣表彰を受賞

NEWS
　細川さんは、平成４年に母子保
健推進員に就任以来、妊婦や乳幼
児宅への訪問活動などに積極的に
取り組み、多年にわたりみなべ町の
母子保健の向上に貢献されたとい
うことで、県知事から感謝状が贈ら
れました。
　おめでとうございます。

消防車２台を購入し、配備

細川教代さんに県知事から感謝状

　11月22日に、消防車２台（可搬式小型動力ポンプ付き軽積載車）を第５分団第１班（谷口、筋、徳蔵）と第８分団第４班
（名之内）に配備しました。消防車は老朽化したものから順次、更新しています。
　納入業者から消防車の説明を受けた後、須賀橋上流の河川敷に移動し、いざという時に十分活用できるよう、小型
動力ポンプの操作や放水をし、動作確認を行いました。

　越本さんは、統計調査員として、
多年にわたり経済産業省所管構造
統計調査に従事し、顕著な功績を
上げられたということで、経済産業
大臣表彰を受賞されました。
　おめでとうございます。

こし も と と み こ

ほ そ か わ の り よ



「みなべ町ふるさと大使」に川島ケイジさん

　みなべ町出身でシンガーソングライターとして活躍されてい
る川島さんに「みなべ町ふるさと大使」を委嘱しました。
　川島さんは「ずっと、大使になりたいと思っていて、念願の
大使になれたので、東京でみなべをアピールしていきたい。コ
ンサート等に来られた方に梅のプレゼントもしたい。」と話して
くれました。

みなべ少年野球クラブが全国大会で３位

　12月9日、10日の両日、明治神宮野球場で第11回学童軟式野球全国大会ポップアスリートカップファイナルトーナメント
が開催され、みなべ少年野球クラブが全国３位となりました。
　14日に結果報告のため、役場を訪れてくれた子どもたちは、全国大会に出場した感想として「どんな厳しい場面でも
冷静なプレーが出来た。」や「ピッチャーが苦しんでいるときの声のかけ方を学んだ。」など話してくれました。　

愛之園保育園が勤労感謝の日の訪問

　11月22日に愛之園保育園の年長児10名が勤労感謝の日
の訪問で役場に来てくれました。
　子どもたちは、「いつもお仕事ありがとうございます。どうぞ
受け取ってください。」と職員に寄せ書きをした絵をプレゼント
してくれました。
　絵は、役場で飾らせてもらっています。
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税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、み
な
べ
町
の
燃
や
す

ご
み
は
田
辺
市
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
伴

い
燃
や
す
ご
み
の
分
別
が一部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、今
月
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
４
月
採
用
の
学
校
図
書
館
司
書
臨
時

職
員
を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

※

社
保
な
ど
各
種
保
険
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
学
校
図
書
館
司
書
　
１
名

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
燃
や
す
ご
み
の
分
別
が一部
変
更

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

学
校
図
書
館
司
書
臨
時
職
員
を
募
集

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告・住
民
税
の
申
告

■
職
務
内
容
　
学
校
図
書
館
で
、子
ど
も
の
読
書

　
　
　
　
　
　
活
動
を
支
援
す
る
。

■
必
要
資
格
　
司
書
免
許

■
募
集
期
間
　
１
月
17
日（
水
）〜
２
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　（
土・日
曜
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類
　
履
歴
書（
市
販
品
）・司
書
免
許
状

　
　
　
　
　
　
の
写
し

■
提
出
先
　
　
教
育
学
習
課

　
　
　
　
　
　
〒
６
４
５‐

０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
み
な
べ
町
谷
口
３
０
１
番
地
４

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階

※

応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、２
月
９
日（
金
）ま

で
必
着
の
こ
と
。

■
試
験
内
容
　
書
類
審
査
後
、面
接
試
験
を
行
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

■
採
用
予
定
期
間
　
平
成
30
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
31
年
３
月
29
日

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ
ン
で
す
。そ
ろ
そ
ろ

申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
分
、確
定
申
告
及
び
町
県
民
税
の
申
告

相
談
に
つ
い
て

　
町
で
は
、２
月
15
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
木
）ま

で
の
期
間
中
、申
告
相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

　
期
間
前
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つい
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、御
坊
税
務
署

（
℡
０
７
３
８
|
22
|
０
６
９
５
）ま
た
は
、役
場
税

務
課
へ
。

※

申
告
相
談
の
く
わ
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、来
月
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ
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給
与
支
払
報
告
書
に

　
個
人
番
号
の
記
入
を
忘
れ
ず
に
！

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら

記
載
の
対
象
は

　
○
支
払
者

　
○
支
払
を
受
け
る
者

　
○
控
除
対
象
配
偶
者

　
○
控
除
対
象
扶
養
親
族

　
○
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族

と
な
り
ま
す
。忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
平
成
30
年
１

月
31
日
で
す
。

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、領
収
書
の
添
付

が
不
要
に
な
り
、代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、医
療

費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
明
細
書
の
記
載
方
法
は
、医
療
を
受
け
た
人・病

院・薬
局
ご
と
に
医
療
費
を
合
計
し
て
記
載
し
ま
す

（
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費
通
知

を
添
付
す
る
と
、明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
）。

　
明
細
書
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
、み
な
べ
町
役
場
税
務
課
に

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、確
定
申
告
ま
で
に
明
細

書
を
完
成
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
若
者（
15
歳
〜
概
ね
40
歳
ま
で
）の
就
職
や
進
学
、

職
業
訓
練
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
何
か
を
始
め
た
い
け
ど
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か

悩
ん
で
い
る
。

●
働
く
こ
と
に
自
信
が
な
い
。

●
人
間
関
係
が
苦
手
で
社
会
へ
出
る
こ
と
に
抵
抗

が
あ
る
。

　
な
ど
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
若
者
や
そ
の

保
護
者
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、直
接
、ご
相

談
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

〔
相
談
は
〕

　
南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
田
辺
市
高

雄
一
丁
目
23
番
１
号（
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
北

館
）℡
25
|
２
１
１
１

※

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（
℡
74
|
３
３
３
７
）

で
も
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
保
健
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
南
部
長
寿
大
学
が
、来
年
度
の
新
入
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
南
部
長
寿
大
学
で
は
、健
康
や
娯
楽
、文
化
や
歴

史
な
ど
の
学
習
を
通
し
て
、高
齢
者
の
友
人
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。参
加
し

て
、素
敵
な
出
会
い
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん

か
。

●
資
　
　
格
　
原
則
と
し
て
南
部・岩
代
地
区
在

住
の
65
歳
以
上
の
方（
但
し
、上
記
以
外
の
方
で
入

学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、相
談
に
応
じ
ま
す
。）

●
費
　
　
用
　
原
則
と
し
て
無
料（※

研
修
等
必

要
に
応
じ
て
実
費
必
要
）

●
学
習
内
容
　
原
則
と
し
て
月
１
回
、健
康・歴
史・

工
作・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン・社
会
見
学
な
ど
の
講
座
を

行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
２
月
末
ま
で
に
、南
部
公
民
館（
片

町・℡
72
|
１
４
０
０
）へ
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が
開
始
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、申
請
に
よ
り
作
る
こ
と
が
で
き
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
で
す
。

若
者
の
就
学・進
学
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す

南
部
公
民
館（
℡
７2
ー
１
４
０
０
）か
ら

南
部
公
民
館（
℡
７2
ー
１
４
０
０
）か
ら

平
成
３０
年
度

　
南
部
長
寿
大
学 

新
入
生
募
集
！

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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お
友
達
な
ど
を
誘
っ
て
梅
林
へ

　
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
確
定
申
告
が
で
き
る
等
便
利
な
機

能
も
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、郵
送
の
他
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
も
で
き
ま
す
。申
請
後
、概
ね
１
ヶ
月
程
度
で
交

付
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。交
付
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、必
要
書
類
を
揃
え
、役
場
の
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。カ
ー
ド
の
交
付
を
行
い
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、住

民
福
祉
課
住
民
係

（
℡
72
|
２
１
６
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
日
高
地
方
軽

ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
軽
ト
ラ
市
と
は
、複
数

の
軽
ト
ラ
が
一
堂
に
会
し
、

荷
台
を
店
舗
に
見
立
て
、

農
林
水
産
物
、加
工
品
、

商
工
業
品
等
を
販
売
す

る『
市
』の
こ
と
で
す
。

　
魅
力
あ
る
農
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、お

客
様
の
声
を
直
接
、聞
く
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会

で
す
。ぜ
ひ
、出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〔
開
催
日
時
〕

　
平
成
30
年
２
月
12
日（
月・休
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※

少
雨
決
行
、売
り
切
れ
次
第
終
了
。

〔
開
催
場
所
〕

　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

〔
出
店
資
格
〕

●
出
店
車
両
　
原
則
、軽
ト
ラ
ッ
ク
も
し
く
は
軽
箱

バ
ン
に
限
る

●
出
店
者
　
原
則
、御
坊
市・日
高
郡
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
方
、ま
た
は
活
動
す
る
団
体・グ
ル
ー

プ・販
売
拠
点
を
持
つ
店

※

飲
食
関
連
の
販
売
に
つい
て
は
、露
天
で
の
食
品
営

業
許
可（
移
動
販
売
）を
お
持
ち
の
方
。

　
鮮
魚
に
つ
い
て
は
、使
用
す
る
自
動
車
で
魚
介
類

販
売
業（
移
動
販
売
）の
許
可
を
お
持
ち
の
方
に
限

り
ま
す
。

●
出
店
費
用
　
無
料

〔
募
集
台
数
〕　

　
20
台

〔
募
集
締
切
日
〕　

　
平
成
30
年
１
月
23
日（
火
）午
後
５
時
ま
で

※

出
店
予
定
台
数
を
超
え
る
場
合
は
、先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕

　
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、う
め
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

出
店
申
込
書
の
用
紙
は
、う
め
課
及
び
各
公
民
館

に
お
い
て
い
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
申
込・お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
み
な
べ
町
役
場
　
う
め
課

　
℡
74
|
３
２
７
６
　
　
72
|
３
８
９
３

　E-m
ail

　um
eka@

tow
n.m
inabe.lg.jp

　
　

　
１
月
の
下
旬
か
ら
梅
の
花
が
咲
き
始
め
、早
春
の

花
を
求
め
る
大
勢
の
観
梅
客
で
賑
わ
う
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

梅
林
の
開
園
予
定

　
南
部
梅
林
　
　
　
１
月
27
日（
土
）〜

　
奥
み
な
べ
梅
林
　
２
月
中
旬
〜

※

岩
代
大
梅
林
は
休
園
し
ま
す
。

　
開
園
中
の
土・日・祝
日
に
は
、色
々
な
催
し
を
予

定
し
、み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
外
の
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
を
誘
っ
て
、日

本
一の
南
高
梅
の
里
が
作
り
出
す
壮
大
な
景
色
や
香

り
を
ご一緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
梅
林
の
開
花
状
況

や
催
し
案
内
は
、梅
花

テ
レ
フ
ォ
ン
情
報（
℡

74
|
３
２
１
９
）や
各

梅
林
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
、随
時
、ご
案
内

し
て
い
き
ま
す
。

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら

軽
ト
ラ
市（
み
な
べ
エ
リ
ア
）

　
　
　
　
　
　
出
店
者
の
募
集

ＦＡＸ
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こ
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の一
環
と
し
て
、

地
域
で
行
う
事
業
や
活
動
に
必

要
な
施
設
や
設
備
の
整
備
費
用

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
助
成
を
得
て
、東
岩
代
区
が

祭
礼
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
東
岩
代
区
は
、舞
台
大
幕
、水
引
幕
、獅
子
舞
着

物
、祭
り
屋
台
、大
八
車
、太
鼓（
尺
六
）を
新
調
し

ま
し
た
。

　
地
域
の
祭
り
は
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
活
動
の一つ
で
す
。老
朽
化

し
て
い
た
祭
礼
用
具
を
整
備
し
、活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、地

域
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一層
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
１
月
10
日（
水
）〜
２
月
27
日（
火
）

　
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に

　
消
防
団
で
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
期

に
、町
内
を
巡
回
し
、火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま

す
。　

　
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で

す
。ち
ょっ
と
し
た
油
断
が
大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り

ま
す
。台
所
や
暖
房
器
具
な
ど
、火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返
済
に
関
す
る
質
問

な
ど
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と
な
ら
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
１
月
24
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
１
月
19
日（
金
）

　
農
業
資
金
相
談
の
く
わ
し
く
は
、産
業
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
放
送
大
学
で
は
、平
成
30
年
度
第
１
学
期
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅

広
い
世
代
、約
９
万
人
の

学
生
が
、大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

○
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・情
報・自
然
科

学
な
ど
、約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

○
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
千
円(

入

学
金
は
別)

。半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業

料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー（
℡
０

７
３
|
４
３
１
|
０
３
６
０
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

○
出
願
期
間
は
、第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
、第
２

回
は
３
月
20
日
ま
で
。

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

放
送
大
学
か
ら

放
送
大
学
か
ら

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

消
防
団『
冬
季
特
別
警
戒
』を
実
施
！

乳幼児健診　（場所　ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成29年9月・3月生まれ） １月19日（金）

１月17日（水）

健　診　名 実　施　日

センター
だより
センター
だより

（健康長寿課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

2歳６か月児健診
（平成27年6月・7月生まれ）

１月10日（水）３歳６か月児健診
（平成26年６月・7月生まれ）

インフルエンザ・成人用肺炎球菌の
予防接種はおすみですか？

献血にご協力をお願いします

年末年始（12月30日～1月3日）
もし、急病になったら・・・

おひさま広場（保育所開放）

◆愛之園保育園（℡72-2371）
おへやで遊ぼう 11日（木）９：45～10：30

17日（水）９：45～10：30
◆上南部こども園（℡74-3022）
お店やさんごっこ 25日（木）10：00～11：00

◆清川保育所（℡76-2251）
お店やさんごっこ 19日（金）10：00～11：00

2日（金）10：00～11：00

1日（木）9：45～10：30

◆高城保育所（℡75-2044）
外で自由遊び
お店やさんごっこ

11日（木）10：00～11：00
26日（金）10：00～11：00

◆南部保育所（℡72-4520）
◆上南部こども園（℡74-3022）　　
◆高城保育所（℡75-2044）
◆清川保育所（℡76-2251）

◆愛之園保育園（℡72-2371）

トレーニング教室

１月5日・12日・19日・26日の金曜日
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操
　　　　　　（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）

場所　はあと館（社会福祉センター）

※参加費は無料。町内在住・在勤の成人の方が対象です。

インフルエンザの今年度対象者
　昭和27年10月１日以前に生まれた方

成人用肺炎球菌の対象者
　今年度65・70・75・80・85・90・95・100歳になる方
　対象の方には、予診票を送付しています。
　インフルエンザ予防接種を町の補助を受けて接種で
きるのは、平成30年１月31日までです。接種を希望される
方は、お早めに。

　マタニティー＆ベビーサロン

◆日　時
◆場　所
◆対　象
◆内　容

１月25日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
マタニティのお母さん同士の仲間づ
くりの場です。

１月は

2月は 節分

田辺市高雄一丁目23-1・田辺市民総合センター内
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

田辺広域休日
急患診療所へ
田辺広域休日
急患診療所へ
℡26－4909

1月・2月は「はたちの献血キャンペーン」月間

１月３日（水）（南部ライオンズクラブ・町共催）
　9：30～12：00／13：00～16：00
　バリューハウス南部店様駐車場
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人で
あることを証明できるもの（運転免許証など）をお持ちく
ださい。

広報みなべ　2018.1

11



広報みなべ　2018.1

12

上南部分館　おはなしの会
１月１３日（土）午前１０時３０分から

 今年は犬年。この頃は猫人気に押されている犬ですが、昔
から人間と仲が良い身近な動物としてまだまだ頑張ってもら
いたいところです。飼い方、犬をめぐる話など、もっと犬と親し
める本を集めました。

「今年の主役！　犬」1階

　あけましておめでとうございます。2018年はじめての展示は、
おうちでのんびり過ごすのにぴったりの本を集めました。昔なが
らのお正月に触れる本や、冬休みを利用して、いつもより少し長
いお話に挑戦してみてはいかが？

「お正月」2階

ゆめよみ館・1月のカレンダー

1月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通
信

　舞台は中学の女子陸上部。リレーメンバーの中で一番足
が遅い真歩は、キャプテンに任命されます。しかし、不満を抱
いたまま中途半端に役割をこなしていたせいで、部員たちの
心はいつのまにかバラバラになっていて……。未熟なキャプ
テンの成長を、村上しい子さんが優しく温かな文体で綴りま
す。いつでも全力ダッシュ！ な少女たちの青春物語です。

『ダッシュ！』

そのほかこちらも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

今月のオススメ

このほかの新着図書は、
図書館ホームページから
ご覧いただけます。

６日（土）

９日（火）
11日（木）

13日（土）
14日（日）
15日（月）
20日（土）
22日（月）
25日（木）

27日（土）

29日（月）
31日（水）

わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
おはなし会（14:00～）　
読書講演会（14:00～）
休館
おはなし会（14:00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
ビデオ上映会（10:30～）
おはなし会（14:00～）
休館
休館（館内整理日）

ス
ー
ジ
ー・ホ
ッ
ジ

　著

（
河
出
書
房
新
社
）

美
術
っ
て
な
あ
に
？ 武

地
一
　著

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

よ
う
こ
そ
、認
知
症
カ
フ
ェ
へ

　
　未
来
を
つ
く
る
地
域
包
括

　
　ケ
ア
の
か
た
ち

梅
原
猛

　ほ
か
著

（
新
潮
社
）

古
事
記

　
　日
本
の
原
風
景
を
求
め
て

村上しいこ　著（講談社）

読書講演会を開催します
演題　「ものがたりの入口～いつでもここにいるよ」
講師　村上しいこ氏（作家）

南部高校美術部 作品展をおこないました

12月28日（木）～1月４日（木）
  年末年始休館（館内整理日含む）

日時　1月14日（日）午後2時～（午後1時30分開場）
場所　南部公民館　３階　視聴覚室
　子どもも大人も魅了する作品を数多く書かれている村上先
生が、ご自身の作品への想いや、子どもと読書のお話などを、
楽しく、熱く語ってくださいます。ぜひお誘い合わせてお越しく
ださい。
＊入場無料、ただし整理券が必要です。ゆめよみ館、上南部
分館で配布しています。

　高校生らしい感性と
エネルギーのあふれる
素晴らしい作品を、８点
展示していただきまし
た。来館されたみなさ
んは、どの作品にも大
変感心して見ておられ
ました。

みなべ観光ガイド会員募集

　観光ガイドになってみなべを案内してみませんか。
　みなべを訪れた方に梅林や熊野古道、商店街などを案内する観光
ガイドを募集しています。みなべ町のいいところを紹介したい方、みな
べが好きな方、少しでもガイドに興味のある方は、観光協会事務局ま
で、ご連絡（FAX 72-3893 MAIL　umeka@town.minabe.lg.jp）い
ただくか、役場うめ課までお越しください。
■１年間の研修を経て入会後、現場でガイドをしていただきます。
■対象者　１８歳以上の町内在住・在勤の方なら誰でもOK！

お知らせいろいろ

お問い合わせ・お申込み先　みなべ観光協会事務局（みなべ町役場うめ課　℡74－3276）

～日本全国の方に心からのおもてなしと素敵な出会いをあなたに～

梅の里トレイルラン大会２０１９（仮称）・プレ開催にご協力を
　平成30年2月11日（日・祝日）に、平成31年２月開催予定の「梅の里トレイ
ルラン大会２０１９（仮称）」に向けての試走会を実施します。今回は、トレイ
ルラントップアスリート及び関西トレイルラングループの方 と々事務局が南部
梅林から高城公民館までの全長28kmのコースを走り、その中でコースや
運営の問題点を確認し、本大会に向けた準備を進めていきます。
　コース周辺の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いいたします。

お問い合わせ先　教育学習課（℡74-3134）

和歌山県立産業技術専門学校  平成30年４月入学  生徒募集！
　産業構造や就業形態等が大きく変化、進展する中で、企業では即戦力となり得る人材が強く求められていま
す。これらのニーズに対応した実践的職業訓練を通じ高度な専門知識と技能を習得することにより、各種資格
の取得が可能で、産業技術専門学院では、それにより就職状況も良好となっています。

お問い合わせ先　和歌山県立　和歌山産業技術専門学院　（℡073-477-1253）
　　　　　　　　　　　　　　田辺産業技術専門学院　（℡0739-22-2259）

願　　書
受付期間
選 考 日
選考会場
選考方法
合格発表日
入 学 日
終 了 日

平成30年１月15日（月）
～１月24日（水）

平成30年２月７日（水）午前９時30分～

平成30年２月14日（水）午後３時～ 平成30年３月22日（木）１時30分～

入学を希望する産業技術専門学院及び東牟婁振興局
筆記試験（国語・数学）及び面接

平成30年４月９日（月）

平成30年３月20日（火）午前９時30分～

2月選考 追加選考
平成30年３月１日（木）
～３月13日（火）

（注）追加選考は、定員に満たない科について実施します。

2年制　平成32年３月13日（金）　1年制　平成31年３月15日（金）

コース視察の様子
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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4 6
■みなべ町成人式（受付12：30
～・紀州南部ロイヤルホテル）
■ごみ収集業務開始
■消費生活巡回相談窓口（13：00
～、役場1階会議室）

■町消防団出初め式（9：00～・町
民広場）
■各保育所（園）、保育はじめ
■愛之園保、避難訓練
■し尿収集業務開始

75官公庁仕事始め

11 13
■高城保、おひさま広場（お外で自
由遊び、10：00～）
■南部保、クッキング
■愛之園保、おひさま広場（おへや
で遊ぼう、9：45～）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（15：30～）

■南部保、不審者侵入訓練
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■ひかり保、避難訓練
■人権・行政・登記相談（13：30
～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

1412

18 20
■上南部こども園、避難訓練
■消費生活巡回相談窓口（13：00
～、役場1階会議室）

■清川保、おひさま広場（お店やさ
んごっこ、10：00～）
■上南部こども園年長児、クッキ
ング
■南部保、避難訓練
■ひかり保、おじいちゃん、おばあ
ちゃんとの集い
■高城小、校内年賀状抽選会
■４・10か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

■白梅幼、園開放日 ■高城小、空きビン・アルミ缶回収
(8：00～)

2119

25 27
■高城保、クッキング
■上南部こども園、おひさま広場
（お店屋さんごっこ、10：00～）
■愛之園保、避難訓練
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）

■清川保、避難訓練
■高城保、おひさま広場（お店やさ
んごっこ、10：00～）
各納期　水道料金・公共下水道使
用料（11・12月分）/農業集落排水
使用料（11・12月分）の各口座振
替

■南部保、発表会
■南部梅林、児童画展・フォトコン
テスト写真展示開催

■町女性大会（ふれ愛センター）
■日高地方駅伝競走大会（美浜町）

2826 南部梅林開園

梅林のイベントは、開花状況
や天候により変更する場合が
あります
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●12日（金）13：30～15：30
◇ふれ愛センターで
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

●12日（金）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●13（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

1 2 3
■献血（9：30～12:00、13：00
～16：00バリューハウス南部店
様前）

元日
あけまして
おめでとうございます

8 9 10
■白梅幼・南部幼、始業式
■各小中学校、始業式

■南部保、絵本の読み聞かせ
■愛之園保、ｅｃｏ孫爺（一緒にお
正月遊び・お食事会）
■３歳６か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

成人の日

15 16 17
■岩代小高学年、梅学習 ■清川保、絵本の読み聞かせ

■白梅幼、避難訓練
■南部幼、新入園児面接
■愛之園保、おひさま広場（おへや
で遊ぼう、9：45～）
■清川小、校内年賀状抽選会
■高城小、人権作文発表会
■岩代小、不審者回避訓練
■2歳６か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）

■岩代小5・6年、梅学習

22 23 24
■高城保、避難訓練
■清川小5・6年、茶道体験
■生活お困り相談（13：30～、役場）

■愛之園保・すみれ組、クッキング
■清川小、人権作文発表会

■南部幼、避難訓練

29 30 31
■岩代小、梅学習
各納期　町県民税（普通徴収4期）/
国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料（普通徴収7期）
／水道料金・公共下水道使用料
（11・12月分）/農業集落排水使用
料（11・12月分）の各窓口納付

■清川保・高城保・上南部こども園
（合同）、人形劇観劇
■愛之園保、ひかり保、交通安全教室
■南部長寿大学（14：00～・南部
公民館）

◆「はたちの献血」キャンペーン（1日～2月28日）
◆個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告
（4日～4月31日）

◆緑の募金（15日～5月31日）



広
報
み
な
べ
1
月
号　

平
成
30
年
1
月
１
日
発
行（
第
160
号
）
編
集
発
行
・
み
な
べ
町
総
務
課　

〒
645ｰ

0002　
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地　

TEL
０
７
３
９ｰ

72ｰ

２
０
１
５
㈹　

FAX
０
７
３
９ｰ

72ｰ

１
２
２
３

男
女
人口
世帯数

１1月末現在
６，198人
６，856人
１３，０54人
４，８５1世帯

（前月比）
（－13人）
（－9人）
（－22人）
（－2世帯）

11月中の異動
出生　 4人
死亡　１４人
転入　13人
転出　25人

高齢化（65歳以上）
割合  ３０．6％

人のうごき

　町人権教育講演会及び日本体育大学交流事業として、2018平昌パラリンピック
　パラアイスホッケー日本代表の堀江さんをお招きし、12月14日に生涯学習センター
で人権教育講演会、15日には南部中学校で生徒との交流会を開催しました。
　堀江さんは、講演会や交流会の中で、サッカー競技に打ち込んでいた日本体育大学３年時に、バイク事
故により、左足を切断した経験や、その後の海外での盛んな障害者スポーツ競技との出会いから、失くして
あきらめるのではなく、受け入れ、前に進むことで多くの大切なものを得ることが出来たと話してくれました。

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

堀江 航さんの講演会・交流会を開催

人権教育講演会で語る様子 アメリカ留学のことなどを中学生に説明

中学生と一緒に車いすバスケットボールを楽しむ 熱心に話を聞く中学生

2018平昌パラリンピック　パラアイスホッケー日本代表
ほりえ わたる


